
                                 

１ 少子・高齢 

化の現状と 

社会環境の 

変化 

[１] 人口動態              

  ① 出生数 

      本県の出生数は、戦後の第 1 次ベビーブームの約７２， 

０００人をピークに急減し、その後、第 2 次ベビーブーム 

に当たる昭和 48 年～49 年頃に３２，０００人台まで 

回復しましたが、それ以降は減り続け、平成２０年には 

１６，９０８人まで減少しました。 

福島県の出生数
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                        資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 

  ② 合計特殊出生率 

      本県の合計特殊出生率は、全国を上回る水準で推移していますが、昭和５５年以降、現在 

の人口を維持するのに必要な２．０７を下回る状態が続いています。 

なお、平成 20 年における本県の合計特殊出生率は、全国 8 位となっています。 

合計特殊出生率
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資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 

 - 1 -



  ③ 平均初婚年齢 

      本県の平均初婚年齢は、全国平均を下回っているものの、年々上昇傾向にあり、晩婚化が 

進んでいます。少子化の一因になると考えられています。 

初婚夫婦の平均婚姻年齢
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資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 

 
 

  ④ 母の年齢別出生数構成の割合 

      母の年齢別出生数構成割合をみると、近年、晩産化の傾向にあります。 

                母の年齢（５歳階級）別出生数構成割合の推移 

単位(％) 

年齢階級  
総 数

(100%) 
～１５ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～ 不詳

平成 ２年 100.0  - 1.4  16.3  44.9 29.7 7.1  0.7  - - - 

平成 ７年 100.0  0.0  1.6  19.0  39.2 30.0 9.1  1.0  0.0  - - 

平成１４年 100.0  - 2.5  19.6  37.7 28.6 10.2 1.3  0.0  - - 

平成１５年 100.0  0.0  2.4  18.3  37.1 29.5 11.0 1.6  0.0  0.0  - 

平成１６年 100.0  - 2.5  18.3  35.1 31.3 11.1 1.7  0.0  - - 

平成１７年 100.0  - 2.1  17.6  34.8 32.0 11.8 1.6  0.1  - - 

平成１８年 100.0 0.0  1.9  17.3  34.0 32.3 12.7 1.7 0.1  - - 

平成１９年 100.0  0.0  1.6  16.8  33.8 32.6 13.1 2.0  0.1  - - 

平成２０年 100.0 0.0  1.9  16.5 32.7 32.6 14.1 2.2  0.0  - - 

資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 
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  ⑤ 年齢別死亡率 

      高齢化をもたらした原因に、死亡率の低下があり、特に平成２年以降は高年齢層 

の低下が大きく貢献しています。 

年齢（５歳階級）別死亡率（人口千対）の推移
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資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 

  ⑥ 年齢３区分人口比率 

      本県の年少人口比率は、平成２０年１０月１日現在１４．１％（全国１３．５％）、老年 

人口比率は２４．２％（全国２２．１％）で、ともに全国に比べ高くなっています。 

平成８年に初めて老年人口比率が年少人口比率を上回って以来、その差は大きくな 

っています。 

福島県の年齢３区分人口比率

14.1

14.3

14.5

14.7

14.9

15.2

15.4

15.7

16.0

61.7

62.0

62.3

62.5

62.9

63.0

63.2

63.4

63.6

24.2

23.7

23.2

22.7

22.1

21.8

21.3

20.8

20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２０年

平成１９年

平成１８年

平成１７年

平成１６年

平成１５年

平成１４年

平成１３年

平成１２年

年少人口（0～14歳）

生産年齢人口（15～64歳）

老年人口（65歳以上）

 
資料：平成１２年、１７年：国勢調査（総務省統計局）、 

平成１３年～１６年、１８～２０年：福島県現住人口調査（福島県企画調整部） 
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⑦ 人口転換  

        本県の出生等における人口動態は、高出生率で死亡率が低下する「多産少死」の状態から、出

生率と死亡率も低い「少産少死」が続いています。 

出生率・死亡率・自然増加率（人口千対）の推移
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資料：人口動態統計（厚生労働省統計情報部） 

[２] 人口と世帯                          

  ① 人口の推移 

      本県の人口は、昭和３２年の２０９万９千人をピークに、その後県外への人口流出等により 

年々減少し、昭和４７年には１９２万７千人になりました。しかし、昭和４８年からは増加に転 

じ、昭和５３年には２００万人を超え、平成９年に２，１３７，４０６人でピークに達した後、ゆる 

やかな減少傾向にあります。 

福島県の人口の推移
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資料：国勢調査（総務省統計局）、福島県現住人口調査（福島県企画調整部） 

   
 



② 福島県の人口ピラミッド 

      本県の人口は昭和３０年、昭和５０年、平成２０年を比較すると年少人口（１５歳未満 

の人口）が減少し、老年人口（６５歳以上の人口）が増加する少子化、高齢化が進行して 

いることがわかります。                              
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資料：福島県現住人口調査（福島県企画調整部） 
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③ 一世帯当たりの人員 

       一世帯当たりの人員も年々減少しており、核家族化が進行しています。 
 

一世帯当たりの人員の推移
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資料：福島県現住人口調査（福島県企画調整部） 
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